
課題（レポートや小テスト等）に対するフィードバックの方法

924－ －

講義名 教養特講Ⅱ（歴史学）

小野　達哉担当教員

2単位数

開講期・曜日・時限

主題と概要

「ヒトとモノの移動から見た近代グローバルヒストリー」をテーマとして、近現代史を通観する。近代以降の世界史は、ヨーロッパを中心に世界が一体化し、アジア・アフリカ諸国がヨーロッパの覇権の下
に従属化させられていく歴史である。この講義では、まず世界商業の支配権を握った国々の変化を見ることで、講義全体の導入に充てる。そのような理解に立ったうえで、近代以降の世界史において、アジ
ア・ヨーロッパを往来して活動した人々の軌跡をたどると共に、世界貿易の中心となった商品の取引の歴史もたどっていくことにする。現代の私たちは、誰もがごく普通に海外へ行き来したり、世界中から
商品を購入したりする時代に生きているが、それは歴史上のこうした活動から始まったものである。学生の皆さんには最終的に、この「ヒトとモノの移動から見た近代グローバルヒストリー」を通じて、自
分の現在の生活とも直接つながる問題を見つけ出してほしいと願っている。

到達目標

①近代世界史の基本事項について理解し説明できる。
②近代世界史上の異文化接触について理解し説明できる。
③近代世界史上の政治経済交渉について理解し説明できる。
④近代世界史の流れの上に、現代の生活があることを理解し説明できる。

提出課題

毎回授業時に実施する小テスト

履修にあたっての注意・助言他

毎回授業時の平常点と、期末試験の総合評価とする。毎回授業時の課題提出だけでなく、学期末に定期試験を実施するので、その旨注意されたい。

評価の基準

この講義は予備知識は必要としないので、その点は安心して受講してくれてよい。ただし、日本史・東洋史・西洋史を問わず、歴史全般について関心を持ってもらいたいと思う。

ナンバリング・コ
ード LBA118履修開始年次 １年生

教科書
.使用しない.

その他

講義ではプリントを使用する。参考文献は授業時に随時指示する。

【第１回】
覇権国の推移（１）太陽の沈まない国スペイン：16世紀
　予習内容：シラバスの内容を熟読たうえで、講義に出席すること（90分）
　復習内容：講義プリントを整理・復習し、授業内容の理解を深めること（150分）
【第２回】
覇権国の推移（２）オランダの栄光と凋落：17世紀
　予習内容：授業のキーワードを調べたうえで、講義に出席すること（90分）
　復習内容：講義プリントを整理・復習し、授業内容の理解を深めること（150分）
【第３回】
覇権国の推移（３）イギリスとフランスの植民地抗争：18世紀
　予習内容：授業のキーワードを調べたうえで、講義に出席すること（90分）
　復習内容：講義プリントを整理・復習し、授業内容の理解を深めること（150分）
【第４回】
ヴァスコ=ダ=ガマのインドへの航海
　予習内容：授業のキーワードを調べたうえで、講義に出席すること（90分）
　復習内容：講義プリントを整理・復習し、授業内容の理解を深めること（150分）
【第５回】
コロンブスの新大陸への航海
　予習内容：授業のキーワードを調べたうえで、講義に出席すること（90分）
　復習内容：講義プリントを整理・復習し、授業内容の理解を深めること（150分）
【第６回】
グランドツアー：教養と文化の旅
　予習内容：授業のキーワードを調べたうえで、講義に出席すること（90分）
　復習内容：講義プリントを整理・復習し、授業内容の理解を深めること（150分）
【第７回】
世界の一体化と高速化：『八十日間世界一周』の世界
　予習内容：授業のキーワードを調べたうえで、講義に出席すること（90分）
　復習内容：講義プリントを整理・復習し、授業内容の理解を深めること（150分）
【第８回】
イザベラ=バードの中国・日本紀行
　予習内容：授業のキーワードを調べたうえで、講義に出席すること（90分）
　復習内容：講義プリントを整理・復習し、授業内容の理解を深めること（150分）
【第９回】
コロンブスの交換：新大陸原産の食物
　予習内容：授業のキーワードを調べたうえで、講義に出席すること（90分）
　復習内容：講義プリントを整理・復習し、授業内容の理解を深めること（150分）
【第10回】
商業革命と生活革命：世界商品の歴史
　予習内容：授業のキーワードを調べたうえで、講義に出席すること（90分）
　復習内容：講義プリントを整理・復習し、授業内容の理解を深めること（150分）
【第11回】
ワインの世界史
　予習内容：授業のキーワードを調べたうえで、講義に出席すること（90分）
　復習内容：講義プリントを整理・復習し、授業内容の理解を深めること（150分）
【第12回】
砂糖の世界史
　予習内容：授業のキーワードを調べたうえで、講義に出席すること（90分）
　復習内容：講義プリントを整理・復習し、授業内容の理解を深めること（150分）
【第13回】
茶の世界史
　予習内容：授業のキーワードを調べたうえで、講義に出席すること（90分）
　復習内容：講義プリントを整理・復習し、授業内容の理解を深めること（150分）
【第14回】
コーヒーの世界史
　予習内容：授業のキーワードを調べたうえで、講義に出席すること（90分）
　復習内容：講義プリントを整理・復習し、授業内容の理解を深めること（150分）
【第15回】

授業計画

なし

備考

授業形態（アクティブ・ラーニング）

授業形態

毎回の授業時におこなう小テストで、学生の講義の理解度を確認し、それに必要に応じてコメントを付して返却するつもりである。
　 ア：PBL（課題解決型学習） イ：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

ウ：ディスカッション、ディベート エ：グループワーク

オ：プレゼンテーション カ：実習、フィールドワーク

授業は学生に随時発問しながら進めるが、特段ICTを活用することはない。

双方向授業の実施及びICTの活用に関する記述

なし

実務経験の有無及び活用

キ：その他（ＡＬ型であるけども、以上の項目のいずれにも該当しない場合）

全学対象の教養科目であるため、「流通科学大学の学生が卒業時に共通して身に着けておくべき資質・能力」(1)～(5)の習得を目指す。

卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

.なし.

後期 月曜日 １時限

参考図書




